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令和４年度豊後大野市自動車騒音常時監視調査結果について

(1) 業務目的

本業務は、国からの権限委譲を受け、豊後大野市内における自動車騒音の状況について、

騒音規制法第１８条第１項の規定に基づき、環境省が配布する面的評価支援システムを使用

して各種調査（常時監視）を実施するものです。年度毎に割り振られた対象路線の評価等を

行い、環境基準の達成状況の把握や、環境省への報告資料を作成することを目的として、毎

年実施しています。

(2) 令和 4 年度評価対象区間

評価対象区間

（3）騒音調査

①調査箇所

本年度に評価対象としたセンサス区間のうち、騒音発生強度の把握の方法 1に該当するセ

ンサス区間について、代表する地点の道路近傍騒音レベルを測定しました。

②調査日

調査は、一般国道 57 号、三重新殿線については令和 3年 12 月 6 日～12 月 7 日、

一般国道 326 号及び 502 号については令和 3年 11 月 18 日～11 月 19 日に実施しました。

（4）騒音に係る環境基準の地域評価結果

①実測による調査箇所

調査箇所等の詳細については下記のとおりです。

測定結果（道路近傍騒音レベル・背後地騒音レベル）
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（3）騒音に係る環境基準の調査結果

①実測による調査箇所

道路近傍騒音レベル

背後地騒音レベル
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②令和 4年度度評価区間

令和 4年度評価区間は、全体（1,221戸）の 99.3％が昼夜とも環境基準を達成しています。

評価結果（令和 4 年度 評価区間）
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③豊後大野市全体

豊後大野市全体は、全体（2,957戸）の 99.7％が昼夜とも環境基準を達成しています。

評環境基準達成状況の評価結果（令和 4 年度 豊後大野市全体）


